
２
０
２
５
年 

曼
珠
沙
華
ま
つ
り
俳
句
優
秀
作
品 

 
 

 
 

 

芝 

喜
久
子 

選 
特 
選 曼

珠
沙
華
母
の
愛
し
た
フ
ラ
メ
ン
コ 

 

府
中
市 

西
ノ
宮 

武 
 

 
 

 
評 
群
れ
咲
く
曼
珠
沙
華
を
見
て
お
母
様
の
フ
ラ
メ
ン
コ
を
思
い
出
さ
れ
ま

し
た
。
情
熱
的
な
フ
ラ
メ
ン
コ
と
曼
珠
沙
華
が
響
き
合
い
ま
す
。 

 

幸
せ
は
皆
で
居
る
こ
と
曼
珠
沙
華 

 
 

横
浜
市 

高
田 

久
生 

 
 

 
 

評 

一
面
に
群
れ
咲
く
曼
珠
沙
華
、
そ
の
中
で
作
者
は
人
も
皆
で
居
る
幸
せ
が 

一
番
と
感
じ
た
の
で
す
ね
。 

い
く
さ
な
き
世
を
希
ひ
け
り
曼
珠
沙
華 

府
中
市 

山
田 

節
子 

 
 

 
 

評 

今
で
も
戦
禍
で
苦
し
み
、
命
を
落
と
さ
れ
て
い
る
人
々
が
い
ま
す
。
あ
っ 

て
は
な
ら
な
い
事
で
す
。
曼
珠
沙
華
を
見
て
穏
や
か
な
世
を
希
っ
て
い
る 

作
者
の
姿
が
見
え
ま
す
。 

胡
坐
居
の
馬
頭
観
音
小
鳥
来
る 

 
 

 

日
野
市 

西
尾 

京
子 

 
 

 
 

評 

草
木
の
中
に
胡
坐
を
か
か
れ
た
馬
の
保
護
神
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
郷
土 

の
森
に
小
鳥
が
鳴
き
集
ま
る
秋
と
な
り
ま
し
た
。 

で
こ
ぼ
こ
の
子
等
の
稲
掛
日
差
し
来
る 

府
中
市 

小
室 

清
恵 

 
 

 
 

評 

子
供
達
が
丹
精
に
育
て
て
き
た
稲
、「
で
こ
ぼ
こ
」
の
表
現
で
、
学
習
田 

 
 

 
 

 
 

で
育
っ
た
稲
で
あ
る
事
が
わ
か
り
ま
す
。
稲
掛
に
日
差
し
が
応
援
し
て
美 

 
 

 
 

 
 

味
し
い
お
米
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佳 

作 三
猿
の
庚
申
塔
や
曼
珠
沙
華 

 
 

 
 

 
 

 
 

府
中
市 

一
條 

裕
子 

逢
い
た
さ
に
踏
み
入
る
野
辺
や
彼
岸
花 

 
 

 
 

大
田
区 

大
神 

友
哉 

君
と
見
ゆ
郷
土
に
咲
い
た
曼
珠
沙
華 

 
 

 
 

 

渋
谷
区 

大
谷 

英
利 

魂
合
ひ
て
す
く
と
す
く
つ
と
曼
珠
沙
華 

 
 

 
 

府
中
市 

加
藤 

政
美 

ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
の
案
山
子
も
守
る
よ
子
ら
の
田
よ 

府
中
市 

志
田 

礼
子 

燃
え
立
つ
や
四
十
万
株
曼
珠
沙
華 

 
 

 
 

 
  

小
平
市  

水
野 

 

剛 

夕
間
暮
木
下
は
な
や
ぐ
曼
珠
沙
華 

 
 

 
 

 
  

多
摩
市  

三
浦 

興
仁 

よ
ち
よ
ち
の
そ
つ
と
手
を
ふ
れ
曼
珠
沙
華 

 
 

 

府
中
市 

古
川 

 

緑 

紅
絹
裏
の
母
の
着
物
や
曼
珠
沙
華 

 
 

 
 

 
 

府
中
市 

前
原 

直
子 

老
い
て
ま
た
見
ら
れ
て
う
れ
し
曼
珠
沙
華 

 
 

 

羽
村
市 

今
村 

三
造 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
敬
称
略 

順
不
同
） 

 

【 

芝 

喜
久
子 

】 

府
中
市
在
住
。 

市
村
究
一
郎
に
師
事
。
俳
人
協
会
会
員
。 


